
住民基本台帳ネットワークシステム

【住民票の写しの広域交付】

全国どこの市区町村でも自分の住民票の写し（戸籍の表示を省略したも

の）が取れるようになります。

現在、住民票の写しの交付は、住んでいる市区町村でしか受け取れませ

ん。住基ネットを活用して全国の市区町村間で住民票の情報のやり取りが

できるようになることにより、全国どこの市区町村でも、住民基本台帳カ
ード、運転免許証などを市区町村の窓口で提示することによって、本人や

世帯の住民票の写し（戸籍の表示を省略したもの）の交付が受けられるよう
になります。

【転入転出手続の簡素化】

住民基本台帳カードの交付を受けている場合、転出届を郵送で行うことにより、引越しの手続きで窓口に行くの

は転入時1回だけで済みます。

現在、引越しの場合には、まず、住んでいる市区町村に転出届を行い、転出証明書の交付を受けた上で、引越先
の市区町村に転入届を行う必要があります。

住民基本台帳カードの交付を受けている場合は、確実な本人確認ができるため、一定の事項を記入した転出届を

郵送で行い、住民基本台帳カードを引越先の市区町村の窓口で提示して転入届を行うことにより、引越しの場合に

窓口に行くのが転入時の1回だけで済むようになります。

【住民基本台帳カードの交付】

希望される市民の方に、住民基本台帳カードを交付（手数料徴収予定）します。住民基本台帳カードにより各種サー

ビスを受けることが可能となります。

○住民基本台帳ネットワークシステムでの利用ができます。

行政機関などに申請・届出を行う場合、住民基本台帳カードにより確実な本人確認ができるため、迅速な手続き
が可能となります。

○写真付を希望した場合は証明書として活用できます。

写真付と写真なしのいずれかを選択することができます。写真付は、個人の証明書として利用できます。

○市独自のサービスを受けることができます。

空きメモリを利用して、各種の行政サービスを受けることが可能となります。この場合は、条例で利用目的を具

体的に定める必要があります。
※住民基本台帳カードについては、8月号にも掲載します。
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